
現代日本社会の規範の矛盾構造
-摂食障害の事例を手掛かりとして-

加藤まどか
本稿は、摂食障害を経験した個人が語る言葉や手記を見ていくことを通して、現代日本社会の規範の矛盾
構造を抽出することを試みたものである。家庭・学校・職場という個々の社会的な場において、個人が、主
体性・女性性・身体性をめぐる規範の矛盾に直面させられ、さらにこれらの規範の矛盾構造を個人がく主体
化＞させられるメカニズムが働いていることが明らかにされる。

へとつながっていくと推測される。摂食障害は、
病の形態の特殊性と、今日における急激な増加
から、現代日本社会において、諸個人がその中
に置かれている社会的な構造を見るのに適した
素材であると考えられる。

１ 序

摂食障害は、「拒食症」（１）と「過食症」（２）
を中心とした病であり、日本では、1960年代頃
から現れ始め、’970年代、1980年代と急激に
増加した。(3)性別では、男性例は約，割と報
告され、若年層の女性に圧倒的に多いといえ
るo(４)
この論文では、摂食障害を経験した個人への
インタビューや手記などを見ていくことで、現
代日本社会に共通する構造を見ていくことを試
みる。（５）インタビューでの語りや手記には、
個人が規範の矛盾を感受していることが現れて
いた。この規範の矛盾を、より抽象度の高い水
準で記述すると、主体性／女性性／身体性をめ
く、る規範の矛盾構造として整理することができ
る。現実の場面では、それぞれの規範の磁場は
異なる強さで働き、異なるバランスで規範の矛
盾が生じていると考えられる。摂食障害の個人
は、規範の矛盾をより強く感受し、それが「食」
と自己の「身体」を通じての、病としての表現

摂食障害は、医学的な領域では、本人の心理
的な要因が強く関わった病であり、生まれ育っ
た家族を中心とした情緒的な人間関係が影響
し、かつ、社会的な要因の影響もある病と考え
られてきた。摂食障害の医学的な解釈は、以下
の７つに整理出来る。①生物学的観点(6)、②
精神力動的解釈(7)、③行動理論モデル(8)、④
認知行動論的モデル(9)、⑤家族システム論('0)、
⑥嗜癖モデル('１)、⑦社会文化的解釈('2)であ
る。
社会的な要因を視野に入れて摂食障害を論じ
た研究としては、①オーバック（'3)、②ホワイ
ト夫妻(14)、③斎藤学(15)の研究がある。加藤
秀一は、拒食症の基盤には、女性が〈従属＞に
向けて、〈主体化＞に挫折し続けるという構造
があると主張する。（'6)浅野千恵は、「社会的
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実践の場で使用される性別カテゴリー」という
意味で「ジェンダー」という概念を用い、「ジ
ェンダーという知が、どのように摂食障害とい
う個々の女性達の経験の中で用いられ、かつ摂
食障害という現象全体を形作っているのか」を
論じている。（'7）

わなかったかな、とにかくなんか、楽しいこと
とか、趣味とかはないのかって言われて、「な
んにもないです」と答えた。なんにもなかった
んですよね。だから、趣味とかあればいいんで
しょうね、きっとなんかほかに。なんかそれが
生き甲斐みたいになってきちゃうから、ああい
うのって。「何にもない」とかって、「生きてい
ても面白くない」とかって。…切実に面白くな
かったんでしょうね、きっと。

２主体性をめぐる規範の矛盾構造

以下２～４では、摂食障害を経験したＡさ
ん、Ｂさん、Ｃさん、に対する筆者のインタ
ビューにおいて語られた言葉を中心に見ていこ
う。（18)(19）（以下のインタビューでは、筆者の
言葉は、-以下で示している。（）内は筆者
の補足である。下線は筆者が引いたものであ
る｡）
２では、Ａさんのケースを中心に見ていこう。

Ａさんは、30歳前後の女性である。女子校に通
っていた高校１～２年生の時に拒食を経験し
た。
Ａさんは、当時孤独であり、集団にうまく入

れなかったことを、拒食と関連させて語ってい
る。孤高に憧れ、孤独に行を積むような生き方
を選ぼうしたことが、拒食につながったのでは
ないか、とＡさんは振り返っている。
Ａさんは、また、当時充実感がなかったこと
も、自分を拒食に導いたのではないかと感じて
いる。Ａさんの拒食は、高校３年の頃には止ま
っている。しかし、以下に現れている問題を、
Ａさんは、現在にまで続くものとして位置づけ
ている。
拒食していた当時、内科の医者を受診した時
のことをＡさんはこのように語る。

このような「切実な面白くなさ」の中でＡさ
んは大学を受験し、トップクラスの大学に合格
する。Ａさんの通っていた女子校は有名な進学
校であった。

Ａ、何か空疎な感じがするっていうか、だから
ってやっぱり、 勉強しよいでいられる環境じ
産里と思いません？なんとなく、ほんとに落ち
こぼれにはなりたくないし。あの中にいたら、
勉強するじゃないですか、最低限は。…

Ａさんは大学や大学院でずっと勉強を続けて
こられた。現在は、仕事を探している。

一一番なされたいことは、どういう関係の…

Ａ、美術館とか、まあ、芸術に関する…
-ああ、そうなんですか。
Ａ、だから、それを自分でやらなくても、そう
いう雰囲気のある職場っていうのが、一番いい
んですけど、それが一番大変なんで（笑い)、
あの学芸員とかも、司書よりも求募がないし

● ■ ●

Ａ、やっぱり、Ｄ大(Aさんの進んだ大学）の
人とかって、結局管理職候補としてやってもら
わなければ困るみたいに見られるみたいです

Ａ、うん、それで覚えているのは、病院の先生
に、だからダイエット以外、ダイエットって言
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きなことやる時間も持てる方が豊かな人生だっ
たかもしれないと思うんですよね。…今もなん
か分からない。一応学問的って呼ばれるのが近
いような場で、ずっと来たってことが、本当に

ね。他の就職活動してても思ったんですけど。
でも、だから、私はそうじゃなく、ね、もうち
ょっと、まあ自分の時間が取れる仕事とかいう
感じがいいと思っていたので。そんなあんまり
集団の中心になりたいとは、思ってなかったん
ですけど…

Ａ、…なんか私は、はっきり言って苦しい選択

ってるっていうか充掌 たことだったのか- ０

-中学の時に美術系の学校を止められたのは、
ご自身で決められたんですか。
Ａ、やっぱり学問の方に価値を置いたんですよ。

とか思って。え-でも他たかも知れプ それに 辻間的にそっちの方が局い っていう
に行ったってうまくいかなかったかも知れない
から、自分の問題なのかもしれないんですけど。

の、あったんじゃないですか、小学生く．らいだ
と。何か頭がいいっていうことに対する憧れが
強かったから、アインシュタインとか、だから
ああいうのに努力すればなれるって思ったりす
るじゃないですか。でも適性としては、それ

美術への志向は子供の頃からあった。しかし
Ａさんは、美術系の中学に入ることを止めて受
験校に進んだ。
Ａ、…やっぱり人に評価されるのって大き'△じ
ゃないですか、思春期って、それなりに大学と
か入って。もしくは美術系の中学に入るとかい
う話もあったんだけれど、そっちは止めて。で
もそういう風にしていれば、そっちの方があっ

§良かったのかどうか。

Ａさんは、自分が興味のあった美術の道に進
むのを止めて、受験校に進みトップクラスの大
学に進学したことを、世間的な評価に影響され
た選択であったと意識している。そしてその選
択が、自分にあっていたのか、自分にとって充
実したことだったのかと自問している。拒食は
高校２年の終わりには止まったが、Ａさんは、
現在もこの自問を続けている。
ここでのＡさんの言葉の中に、主体性をめくﾞ
る規範の矛盾を読みとることができる。受験狡
に入ったこと、またトップクラスの大学に進学
したことが、自分にあっていたのかどうか分か
らないとＡさんは語る。Ａさんは、このような
進路を選択したことを、「苦しい選択をしたか
もしれない」と言う。Ａさんのこのような語り
かたは、「自分の生き方(Aさんの場合、具体
的には自分の進路）は、自分が自由に決めるこ
とが出来る」ということを前提としてなされて
いる。このような前提があるからこそ、その選
択が良かったかどうか、という自問がなされる

てたかなとか。やっぱり 自分の滴’件っていうの
が、そういう箸験校に入ってあってたかどうか
もよく分からないし。だから要するに学問まで
いかないけど、そういう知識の習得が主な意味
をなすようなのが良かったかどうか、私には分
かりません。…ほかの才能も無かったのかもし
れないけど、それはやってないと分からないか
ら、あったかもとか思えるわけですよね。…だ
から私は受験が大きかったという総括の仕方を
一応しているんですけど。つまり余裕が持てな

里-私はあの状況では、余裕を持って勉強する
だけの能力はなかった。それでも余裕持ってる
人もいたから。でも私は一応、与えられたこと
を真面目にやりたいっていう性格があったか
ら、そういう人にとってみれば、もうちょっと
余裕があってほめられる<､らいの方が、で、好
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のだ。ここで前提とされている内容を、「主体
的であれ」という規範、すなわち「人間は自分
がどのような価値に従って生きるか、その価値
基準を選択することが出来る｡」という規範と
して取り出すことができる。
Ａさんは、自分の進路を自分で選択した。し
かし「人に評価されるのって大きい」「世間的
にもそっちの方が高い」という言葉に現れてい
るように、振り返ってみると自分の進路の決定
は、世間的な評価に影響された選択でもあった
と意識されている。Ａさんが感受した世間的な
価値評価は、頭がいいことに価値があり、受験
校に進学しそれなりの大学に入ることに価値が
あるというものである。
この選択によって、Ａさんは受験校での生活
に引き込まれる。Ａさんの真面目な性格もあっ
て、そこでは余裕がなく、好きなことをやる時
間が持てなかった。内科医に対して「生きてい
ても面白くない」という言葉が出てしまうよう
な毎日であった。他のことをやりたいと思って
も、受験勉強をしないでいられる環境ではなか
った。大学受験の結果、トップクラスの大学に
入ったが、そのこともＡさんは自分にとって良
かったかどうか分からないと語っている。
今日では、「個人は自分がどのような価値に従
って生きるのかを、自ら選択することが出来る」
ということが、前提とされている。「主体的で
あれ」「自分が従う価値基準を自ら選択せよ」
という規範が働く中で、個人は自分の生き方や
進路を選択する。自分に最も良かれと思ってな
す選択は、多くの場合、世間的な評価に影響さ
れている。そしてＡさんのケースに見られるよ
うに、そのように選択することが、現実の条件
の下で、結果的には自分の生きる充実感を奪っ
てしまう場合がある。今日の社会の現実は、個
人に「主体的であってはならない」と強いるの

である。「主体的であれ」という規範が働く中
で、「主体」であろうとすることにより、その
裏側から絡めとられてしまうような構造がＡさ
んの言葉には現れていた。このような主体性を
めぐる規範の矛盾構造を、この論文での考察の
第一番目の軸として取り上げておこう。(20)

３女性性をめぐる規範の矛盾構造

３では、Ｂさんのケースを見ていこう。Ｂさ
んが拒食になったのは、美大を受験するために
予備校に通っていた高校３年生の頃のことであ
る。準備を始めたのが遅かったＢさんは、自分
より実力がずっと上の人達の中でやっていかな
ければならないというプレッシャーから、次第
にものが食べられなくなっていった。美大には
合格したが、少しでも食べ過ぎると気分が悪く
なる状態が続き、体重が減っていった。行動療
法のＥ病院に入院し、体力的についていけなく
なって美大を中退した。Ｂさんは、その後家族
を含めた面接治療を行うＦクリニックに通い、
数年かかって回復していった。
まずＢさんが、自分の受けた治療について語
る部分から見ていこう。

Ｂ、その時(E病院に入院した時）は、もう
(E病院の治療を受け入れるという）誓約書、
書いてましたから、もうどうにもならないので、
…自分でも無理をして、…なんとか（体重が）
38キロく．らいまでいって病院を出たんですけれ
ども。ただ二度と来るもんかと思いましたけれ
どね。…だからそれが、すごく私今でも疑問な
んですよね。だから、こういう形で（筆者に）
ご協力したいなって思ったのも、やっぱりそう
いう治療じゃちょっといけないんじゃないかな
っていう。…それで、この一番最後の面接治療
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(Fクリニック）の時には、ただ行って、あの
しゃべるだけなんですよ。…その時には、先生
から食べるなんて一言も言われなかったんです
けど、それでも治ったんですよね。だから、す
ごくそういう治療っていうのは大切だなと思う
んですけど。
-ああ、じゃあＦクリニックの治療は、ご自身
にとってとてもいい…
Ｂ、ええ、これで多分治ったんじゃないかなっ
て思ってます。…で、やっぱり私の方も話して
すごく楽になるっていうか。うまく引き出して
くれるっていうか。…すごく上手に、やっぱり
先生プロですから、お話聞いて下さるんで。そ
れでやっぱり、その家族の問題とか、あと私、
妹がいましたんですけど、妹との関係とか、そ
ういうことすごく鋭くつかれまして。やっぱり
そういうことが原因だったのかなって思いまし
たけどね。私が長女なものですから、わりとこ
う親の期待を背負っちゃっているところがあっ
たんですよね。私は親の言うことを聞く子でし
たし、妹は逆にすごくもうやりたい放題、やっ
てましたから。もう流行の洋服は買い、遊びに
行き、ええ。で、私は逆に羨ましかったんです。
そこまで羽目を外せなかったんですよね。…だ
から逆に、そういう妹みたいな性格だったらな
らなかったんじゃないかなっていう気がするん
ですけど。それは、やっぱりこの先生に通って
分かってきたところですね、ええ。

いうことである。当時を振り返るＢさんの言葉
は、Ｆクリニックの治療の影響を受けたものだ
ということに注意する必要がある。ただしＢさ
んが、与えられた解釈を無批判に受け入れてい
るわけではないことは、家族について以下のよ
うに語るＢさんの言葉に現れている。

Ｂ、そうですね、（両親は）仲もいいですね。
その点では、前もその病気の時に、家族に問題
があるんじゃないかっていう（ことが言われた
けれども）…家庭には、両親とは全然問題がな
かった。妹もそういう自分と合わないっていう
ことはあったんですけど、妹も真面目に学校に
行ってましたし、ちょっと私より羽目を外す程
度で、すごく家族としては幸せな家族だったと
思いますね。

拒食になり体調を崩すまでのＢさんは、バリ
バリのキャリア・ウーマンになりたいと思って
いたという。
Ｂ、…そんなに真剣に考えたんじゃなかったん
ですけど、ちょうど…その頃キャリア・ウーマ
ン志向みたいなところが、…女性がもっと外に
出て仕事をしましょうみたいなところが、ちょ
うど言われていた時期だったので、それに乗っ
ちゃったみたいなところ、あると思うんです。
…あと母親がまあ主婦で、うちのことちゃんと

やってたんですけど、全く外に（働きに）出な
い人だったんで。…私は前からこう、わりと出
て歩くのが好きな方でしたから、ちょっと私は、
あの、うちの母親のような生き方はできないん
じゃないかなと思って。あとやっぱりその若さ
で、女も働かないと男に負けちゃうわ（笑い）
みたいな所があって、そういう生意気な気持ち
があって、そういうことだと思うんですけど《，

「何が拒食の原因だったか」と問うことは、
この論文の目的ではない。大学に入ってからも、
なぜ拒食が続いたのかは、当時Ｂさん自身にも
よく分からなかった。以上のＢさんの言葉から
読み取れるのは、Ｆクリニックでの治療から引
き出された家族や妹との関係についての洞察
が、Ｂさんの回復にとって有効なものだったと
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この言葉には、女性も仕事をする方がいのだ
と、当時Ｂさんが感じていたこと、そして今か
ら振り返ってみると、それは当時の社会的なメ
ッセージに影響されていたと思われることが現
れている。しかし、このキャリア・ウーマン志
向は、体調を崩したことで揺れ始める。Ｂざん
は、当時の日記(Fクリニック受診前）に、以
下のように記している。
「…というわけでこの経験(E病院への入院）

から、私の将来に対する考えが少し変わってき
たみたい。まず結婚したら、おか-さんのよう
な母親になりたい。そのためには、専業主婦も
いいな-とか思ったりして…。今までは絶対仕
事は止めたくないと思ってたけど。…私ってあ
まり体に無理がきかないみたいでグラフィック
デザイナーなどというハードな仕事をやってい
けるかど-か心配になってしまった。…もしか
して、私って主婦向きなのかなあとか思ったり
して…」
ここには、仕事をしていく生き方と、主婦の

生き方との間での彼女の心の揺れが現れてい
る。

るような練習をしたりして。
このようにＢさんは、男の子の気を引くよう

な女らしさを嫌っていたという。が、一方では、
Ｂさんは妹を羨む気持ちがあったことを、面接
治療を通して気づいたと語っている。妹の方は、
親の言うことを真面目にとらず、自由に羽目を
外し、男の子とつきあっていた。Ｂさん自身、
そのような女らしさを羨ましく思う面もあった
のである。

面接治療をうけながら、Ｂさんは少しずつア
ルバイトができるようになり、POP(広告等
のための文字や絵のデザイン）の講習をカルチ
ャーセンターで受け始めた。
Ｂ、その講座が終わる頃に１つ仕事をいただい
たんですよ。それがPOP専門にやっている会
社の仕事で、すごく私としては魅力もあるしや
りたいと思っていたんですけれども、ただその
会社に初めて行って、帰りにもう駄目になっち
ゃったんです。もう疲れて貧血みたいの起こし
て、電車の中で。それでもう、それも諦めて。
すごく自分ではやっぱりがっかりしましたけ
ど。やっぱり自分は仕事はできないんじゃない
かなと思って。でもその後で、結局最終的に勤
めた仕事を紹介されて。そこはスーパーでまあ、
週３日く．らいの割で９時から４時く、らいまでや
ってくれれぱっていう楽な仕事で。

Ｂさんの母親は優しかったが、Ｂさんが高校
生の頃、女の子の友達の家でも外泊は許さない
など、しつけは厳しかった。Ｂさん自身もちゃ
らちゃら着飾ったりするのは嫌いだった。高校
ではワンダーフォーゲル部に所属し、山登りを
していた。
Ｂ、男子部、女子部があっても男の子に頼っち
ゃうとか、わりとこう女の子らしく振る舞って
男の子の気を引くような人がいる中で、私はそ
うじゃなかったですね。で、部に入れば入った
なりに、「女子だからって甘えるな」みたいな
ことは言われましたし。…だからそう言われる
と一生懸命、山の本を読んで一人でテント張れ

Ｂさんは23歳の時に、このスーパーで勤め始
める。
Ｂ、（会社では）パートのおばさんて感じの人
が多いから、若い女の人ってすごく少ないんで
すよ。私なんか結構、チヤホヤされたほうで
(笑い）当時は。…上の方にいる男の人なんか、
結構優しくしてくれたり。…当時、私が一番い
い思いをしたと思うんですけど、ええ。だから
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感すると言う。その時は、そんなに女らしさを否定するってい
うことはなかったですね。逆に今まで遊んでな
かったから、とことん遊んでやろうと思って。
ただ親がそんな風（真面目で堅い）ですから、
泊まりでどっか行ったりとかできないですけど
…残業した後で、今の夫と一緒にお酒飲みに行
ったりとかということはしてて、当時はそれな
りに遊んだんですね。…まあ12時頃に帰ってき
たりとか・でも親は、やっぱり前と違って、も
うさんざん私がそうやっていろんな思いをし
て、やっと普通っていうか、そういうところま
で戻ったわけですから、あんまりその時、うる
さく言わなかったんですよね。それで一応、夫
を紹介したりなんかした時も…(Bさんの上司
だったので）会ってすぐ信用しちゃったみたい
な感じがあって。うん、もう一応デートも公認
みたいな感じで。まあ親の方も、よっぽど間違
いをしなければ、好きにやらせたいというのが
あったんでしょうね、今までがあれでしたから。

Ｂ、自分の夫と一緒に仕事してる人なんかもい
ますよね。もと一緒に仕事をしていて、夫はそ
のままどんどん仕事を続けていって偉くもなる
し、同じようにお酒飲んで帰っても来るしみた
いな感じで、自分だけがもう、なんか家庭の中
に入っちゃうみたいな。それで夫は、大体もう
産まれちゃうと母親任せですよね。…だから頭
では自分は別1-家庭に入って子供の面倒屍 て

ー

いいんだなんて思っているんですけど、実際に
やってみると、何で私ばっかりって思う時がす
ごくあるんですよね。二人で作った子供なのに、
みたいな。それで昔だったら、それが女性の生
き方みたいな感じで思われてたんですけど、今
はすごく、女の人がもう、結婚するまでバリバ
リ仕事してるし、いろんなことやってるし、遊
んでもいるし、それがなんか急にこうプツッと
こう、ねえ 会から取り残されたみたいナ感じ
っていうの、みんな今経験しているんじゃな'‘、
かって思うんですよね。…まあ、且_LQi虹生之現在Ｂさんは、この職場で上司だった人と結

婚、出産、退職という過程を経て、３歳のお子
さんを育てている。
ここまでのＢさんが辿った経路には、Ｂさん

が拒食という体験を通して、キャリア・ウーマ
ンか主婦かという心の揺れ、女らしさをめぐる
揺れ、生まれ育った家族からの自立という問題
に、自分なりの折り合いをつけていったことが
現れているように見える。本人には非常に辛い
体験であり、命に関わる体験であったが、無意
識のうちにもＢさん自身がこの体験を使い、自
分に最適な場を選んでいったようにも見える。
しかし、仕事か主婦かという心の揺れは、現

在でもＢさんの問題として継続している。Ｂさ
んは、子育てだけに閉じこめられる苦しさを綴
った橘由子さんの本（橘[1992])にとても共

い家庭に入って なんて思うんですけど、
やっぱりとても私なんかはもう我慢できなく
て。でもやっぱり仕事をするとなるとどうして
も責任も出てくるし、子供預けるとか、あと子
供が病気になれば休んだりするし、そういう問
題もあるし。第一あの、再就職っていうのは結
構難しいですよね、子供が小さいと。だからま
あ、仕事には出られないんですけど。…やっぱ
り家にいるだけじゃこれからのお母さんってい
うのは満足できないんじゃないかと思うんです
よれ。…どう考えても、 こ い て 笏 て

王ヱー ｴ上塑_L_L隆一公』三出エ上ﾐー畳_睦_う_迩弛竝星
…ただ出産の時、いいですね。おもしろい

そこまで分からないですから。…そんなに孤独
っていうのがすごく深いものだなっていうのが
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社会的なメッセージが影響していたとＢさんは
感じている。Ｂさんのキャリア志向には、「女
も外に出て仕事をした方がいい、男と対等にや
っていくのがいい」という、当時の社会的なメ
ッセージの影響があったとＢさんは振り返って
いる。一方で、Ｂさんにとって主婦の生き方は、
当時の日記に現れているように、母親という最
も身近なモデルにそった生き方であった。自分
は、母親のような主婦はできないと思う半面、
体調を崩した自分を支えてくれた母親のありが
たさを感じていた。現在、主婦として過ごして
いるＢさんは、子供が小さいと仕事をすること
が難しいと語るが、その言葉の中には、「小さ
い子供を持つ母親は、家庭で家事や育児をする
ものだ」ということを前提として組み立てられ
た社会の現実がうかがえる。女性は主婦として、
家事や育児をする生き方が望ましいという規範
は、このような社会のあり方と相互に支え合っ
ていると考えられる。
第二に、Ｂさんの言葉には、現在の主婦とし
ての生き方に満たされなさを感じていることが
現れていた。Ｂさんは子供は可愛いし、病気の
時には側にいてやりたいと語っている。しかし
子供と二人での生活では満たされず、社会から
取り残されたように感じている。家事や子育て
よりは、外に出ている方が絶対にいい、その方
が面白いと言う。Ｂさんにとっては、仕事をす
る生き方に比べて、家に閉じこめられてしまう
主婦の生き方がつまらない、価値の低いものと
して感受されている。これはＢさん一人の感覚
ではなく、幼い子供を持つ母親グループに集ま
る大勢の母親達に共通した感覚だと捉えられて
いることが、Ｂさんの言葉には現れていた。
女性も男性と同じように仕事をした方が良い
というメッセージは、より抽象的なレベルで捉
えると、「女性は男性と同じ価値基準で評価さ

分からないですから。…子供と一緒の生活も、
ほんとに何週間<、らいだったらいいんですけ
ど、それがずっと、１年、２年ってなると。…
どこでも大体、美術展見に行きたいと思っても、
お子さまはご遠慮下さいみたいなこと書いてあ

よい方が良かつプーるし…私も考えると
かな、.なんて今思っているんですけど、ええ。

Ｂざんは、ある母親グループに属して活動し
ている。そこでの母親達の意見が、Ｂさんの言
葉の中で増幅されている。子育てによって家に
閉じこめられてしまう母親達の孤独や満たされ
なさが語られている。
Ｂさんが拒食で苦しんでいた当時、拒食症で

苦しむ高校生が妹を殺すという事件が起こっ
た。Ｂさんは、妹を殺すところまで追いつめら
れた高校生への同情の気持ちと拒食症への間違
ったイメージが社会的にあると感じたことか
ら、新聞に投書し、掲載されている。このよう
にＢさんは、社会に対して敏感であり、社会と
関わろうとする態度を持っている。そのため、
幼児を育てることで仕事も持てず、社会から取
り残されてしまわざるを得ないような、今日の
育児の環境が、Ｂさんにとっては一層耐え難く
感じられるのであろう。

Ｂさんのインタビューでの言葉や日記には、
仕事をする生き方と主婦としての生き方という
対立項が現れていた。また、男の子の気を引く
ような女らしさを嫌う気持ちと、若い女性とし
てチヤホヤされることを楽しみたいという気持
ちとの両方が現れていた。（21）
前者の対立項から見ていこう。ここでは２つ
の事柄が現れていた。まず第一にＢさんは、仕
事をする生き方か、主婦の生き方か、という選
択肢の前で揺れているのだが、この揺れには、

Ｉ
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れる」という規範として考えられる。女性は主
婦として家事や育児をする生き方が良いという
メッセージは、より抽象的なレベルでは、「女
性は男性とは異なる価値基準で評価される」と
いう規範として考えられる。Ｂさんの言葉に現
れているように、今日の社会では、この両方の
規範が働いているように女性達には感受されて
いる。
このような抽象的なレベルで見れば、この両

方の規範は、どちらも女性の抑圧ということに、
直接結びつくものではない。しかし今日の社会
では、現実に男性支配の構造がある。そしてこ
の社会においては、職場での仕事において能力
を発揮し業績を達成することに価値があるとさ
れ、それに対して経済的な報酬が与えられる。
女性の担う家事や育児は価値の低いものとして
位置づけられている。このような社会の現実の
中で、「女性は男性と同じ価値基準で評価され
る」という規範は、女性であっても男性と同様
に、仕事において能力を発揮し業績を達成する
ことに価値があるという社会的なメッセージと
なる。そして「女性は男性とは異なる価値基準
で評価される」という規範は、女性は価値の低
いものとされた家事や育児を負担し、家族を情
緒的に支えるのが望ましいという規範となる。
職場での仕事が高く価値づけられ、家庭での家
事や育児は低く価値づけられる社会の現実を前
提とした上で、「女性は男性とは異なる価値基
準で評価される」という規範、「女性は主婦と
して家事・育児をし、家族を情緒的に支えるべ
きだ」という形で現れている規範が、女性にと
って抑圧的なものとして感受されるのである。
２で見てきた主体性をめ<､る規範の矛盾構造

は、男性にも女性にもあてはまる。今日、男性
も女性も自分が従う価値基準を選択することが
出来るとされる。が現実には、自ら価値基準を

選択することで、その裏から絡めとられていく
という構造がある。このように絡めとられてい
くことにおいては、男性も女性も同様である。
しかし男性の場合には、女性のように主婦か仕
事かという矛盾に直面させられることはない。
また男性が、絡めとられていく生き方は、多く
の場合職場で能力を発揮し業績を達成するとい
う生き方であり、これはこの社会で高く価値づ
けられている。しかし女性の場合は、仕事か主
婦かという生き方の矛盾に直面させられる。ま
た主婦という生き方を選択した場合、社会的に
低く価値づけられる生き方に絡めとられてしま
うのである。
Ｂさんの言葉には、仕事をする生き方と、主

婦の生き方の間での揺れが見られた。また、現
在の主婦としての生活には満たされなさを感じ
ていることが現れていた。これらは、主体性を
めぐる規範の矛盾に、女性性をめく、る規範の矛
盾が重なっている構造の下におかれた個人の心
の揺れであり、満たされなさであろうと考えら
れる。
後者の対立項、すなわち女らしさをめぐるＢ
さんの心の揺れも、この女性性をめく、る規範の
矛盾の下での心の揺れとして、考えることがで
きる。Ｂさんは、ちゃらちゃら着飾ったり、男
の子の気を引き、男の子に頼るような女らし謡
を嫌っていた。このようなＢさんの態度は、
｢女性は男性と同じ価値基準で評価される」と
いう規範にそった態度である。一方でＢさんは、
若い女性として楽しんでいる妹を羨ましく思っ
た。またＢさん自身、職場では、若い女性とし
て扱われることを楽しむ気持ちもあったと語っ
ている。このようなＢさんの態度は、「女性は
男性とは異なる女性らしさによって評価され
る」という規範にそった態度と見ることができ
る。女らしさについて、矛盾するような態度の
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中性でいたいっていうの…大人になりたくない
っていうのもつながると思うんですけど。
-胸なんかも…
Ａ，だから、でも小さい方がいいって思ってま
したね、そういえば多分。…ストンとした体、
細くて、そういうのがいいと思ってた。妖精み
たいな。ありますよね、俳優さんとかでもいる
じゃないですか、そういう人って。
-性的なことに関しては、どう感じていらっし

ゃいましたか。
Ａ、いや私、嫌だったですよ、多分。その中学
の時、塾とかでみんなで話してたけど、私は、
はっきり言って嫌だったような気がする。だか
らその話にはのっていけないみたいな。だから
気持ち悪いと思ってたんですよ。…なんか、そ
の死に憧れるみたいなのってありません？なん
か、美しい死みたいな。ほんとは汚いのかもし
れないけど、イメージとしては、透明な感じが
したりしません？なんかこう、生きて、食んで、
競争して、生殖して、まあそれはいいと思うよ
うになったけど、でもその頃はなんか、一番死
ぬのに近く生きてるのが、だからあんまりもの
を食べないほうが、食べられる方にしてもいい
っていうか。食べられる木とか肉とかにしてみ
ても。そんなこと思ってたような…。最小限に
生きるみたいな、そういうのに美を感じてたよ
うな気がするんですけど。だから植物みたいに、
最小限に呼吸して、最小限に食んで生きるみた
いなのにこう美を感ずるとか、あったような気
がするんですよ。だから、ものを食べるのも嫌
だとか…食べない方が美しいみたいな。

両方が、Ｂさんの言葉にはあらわれていた。
以上、仕事か主婦かという生き方をめく、って、
また女らしさをめぐっての、Ｂさんの言葉の中
に現れている女性性をめく、る規範の矛盾構造
を、ここでの考察の第二番目の軸として取り上
げよう。

４身体性をめぐる規範の矛盾構造

摂食障害を経験した個人の言葉や手記には、
当時、自己の身体をどのように感じていたかが
現れているものがある。自己の身体をどのよう
に感じていたかには、大別して、以下の２つの
タイプが現れているように読みとれる。①自己
の女性的な身体に対して否定的な感覚が抱かれ
る場合と、②自己の身体を女性の身体として、
社会的に美しいとされる体型に合わせたいとい
う感覚が抱かれる場合である。

①の場合から見ていこう。２で取り上げたＡ
さんは、自分の身体について以下のように語っ
ている。

Ａ、いや、でも思春期とかそういうこと（死ん
でしまうのもいいんじゃないか、ということ）
思いません？なんかこう透明なものに憧れるっ
ていうか。生きてるって醜いじゃないですか、
なんか、と思うんですよ、思春期の頃は。なん
か、ものをバリバリ食べて。で、なんか健康的
になって。その肉体性っていうのが、嫌だって
いうのありますよね。

Ａ，生理がないのはいいと思ってましたからね、
その頃は。だから性とかが、嫌だっていうのも
あるんじゃないですか、はっきり言えば。…性
も食も。それは大きいんじゃないですか。その

Ａさんの言葉には、自分の身体の肉体性が嫌
だという感覚が現れている。身体の肉体性の現
れである性や食に対しても、嫌悪の感覚が抱か
れている。透明なものや美しい死への憧れ、最
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という規範としてとらえておこう。小限に食べることの美意識などを、Ａさんは、
思春期に特有な純粋さへの憧れだったと振り返
っている。思春期に特有な心性として、Ａさん
が振り返っているこの感覚は、観念的なもの・
理念的なものへの憧れ、精神的な存在であるこ
とへの憧れとしてとらえることができるだろ
う。自己の身体の肉体性を嫌悪し、精神的な存
在であることに憧れるというＡさんの言葉の中
に、「人間は精神として評価される」という規
範の極端な形での現れを見ることができるだろ
う。

Ｃさんは、また以下のような自分の理想像を
描いていたという。
Ｃ、だから、常に持ってる理想ってありますよ
ね、痩せて、みんなから好かれて、頭が良くっ
てって。そんな完壁な人は、あんまりいません
よね。みんな努力してたりするのに。そういう
の、常に自分で理想を描いてるんですよ。
-ああ、それは、痩せてるのと、みんなから好

かれるのと…
Ｃ、そう、 あとやっぱ

ほんとなん次に、②のタイプの場合を見ていこう。専門
学校に通っていた当時、ダイエットから過食に
なったＣさんは、ダイエットにのめり込んでい
った頃の感覚を以下のように語っている。

り優しくって。なんていうのかな、ほんとなん
か絵にかいたヒロインじゃないけど、そういう
理想が常に自分にあるんですよ。こうありたい
っていう…。

Ｃ、私、外見をすごく気にしてたんですよ。で、
とにかくなんか痩せたいなって、ただ思ってて。
…その頃って私ね、痩せてる人がいい人だって
いう感覚が単純にあったんですよ。痩せてる方
がいいって、人生は楽しいっていうのがあった
んですよ。だから痩せている方が、例えば男の
人にもてるとか、単純にそういうのが、ずっと
頭にあって。とにかくコンプレックスがあった
んですよ、太ってるっていうのが。

ここではｃさんが、痩せて、みんなから好か
れて、頭が良くて、という理想像を１つのもの
としてとらえていることが注目される｡Cさん
にとっては、痩せているという身体に関わるこ
とと、みんなから好かれて頭がいいという性格
や精神に関わることとが、１つのこととして感
じられている。
①でみてきたＡさんの言葉には、「人間は精
神として評価される」という規範の極端な形で
の現れがみられた｡Cさんにとっても、性格の
良さや、頭の良さといった精神的な側面での評
価は、切り捨てることができないものとして意
識されている。一方で、初めに見てきたように、
ｃさんにとっては、「痩せている」という外見
での評価が非常に重要なものとして感じられて
いた。「人間は身体として評価される」という
社会的なメッセージを、好きだった男の子の言
葉や、雑誌を通して受け取ったとｃさんは振り
返っている。

Ｃさんの言葉には、外見を気にし、とにかく
痩せたいと感じていた、当時の感覚が現れてい
る。人は外見で判断される、特に女性の場合は、
太っているか痩せているかで判断されるとＣさ
んは感じていた。このような社会的メッセージ
を、自分は好きだった男の子の言葉や、雑誌か
ら受け取ったとＣさんは振り返っている。議論
を整理するために、このメッセージを、より抽
象的なレベルで「人間は身体として評価される」
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このように精神としての評価と、身体として
の評価の両方を、Ｃさんは意識している。そし
て身体としての評価は、Ｃさんにとって非常に
重要なものとして感じられている。そのためＣ
さんの自己像において、精神としての評価と身
体としての評価が１つのものとして重ね合わさ
れる時、あたかも性格や精神が、身体の外見に
現れているかのように、自己の身体の外見が一
層の重要性をもって意識されたのではないかと
考えられる。

歩も。…で、自分はとにかく醜い醜いとかって
思い込んでて…

以上の言葉には、Ｃさんにとっては、太るこ
とは精神的な不安定やうつ状態をもたらすほど
の重大なことであり、自分の全存在の否定であ
るかのように意味づけられていることが現れて
いる。Ｃさんにとって自己の身体の外見は、自
己像と強く関わったものであることが推測され
る。前述したように、身体の外見は、性格や精
神をも現すものとして感じられていたことも、
Ｃさんにとっての身体の外見の重要性を一層増
大させたと考えられる。

ダイエットで順調に体重を落としていたＣさ
んは、祖母の看病のストレスがきっかけとなっ
て、突然過食になる。
Ｃ、それでね、ある日、突然、御飯をバーツと
食べて。それでね、食べてしまったっていう後
悔、ありますよね。今まで自分がこうやって順
調に体重落としてきたのが、「ああ、これで帳
消しになっちゃうよ」っていう自分のあせりと
ね、食べてしまったっていう罪悪感みたいなの
が一緒になっちゃってね、ちょっと精神的に不
安定になっちゃったんですよ。それで、止まん
なくなっちゃって。「あれ、なんでこんな止ま
んないんだろう、おかしい、おかしい」ってい
うのがそれからず-つと続いちゃって…。

ここでもう一度、①のＡさんのケースを振り
返ってみよう。Ａさんの拒食は、結果的には、
自分の食べたい欲望と争う修行のような意味づ
けをされていくのだが、減量のきっかけは、テ
レビの痩せたタレントや、周りの同級生のダイ
エットなどの影響であった。Ａさんの場合にも、
Ｃさんと同じように外見での評価は意識されて
いた。外見での評価によって身体が意識される
からこそ、その肉体性への嫌悪の感覚が呼び起
こされると考えられる。
以上のように、①のような感覚を抱く女性達
の言葉にも、②のような感覚を抱く女性達の言
葉にも、「人間は精神として評価される」とい
う規範と、これと矛盾する「人間は身体として
評価される」という規範の両方の影響が読みと
れる。①のタイプの女性達の場合は、「人間は
身体として評価される」という規範の影響によ
り身体が意識されるからこそ、その肉体性を否
定し、「人間は精神として評価される」という
規範を極端な形で体現しようとすると考えられ
る。②のタイプの女性達は、「人間は身体とし
て評価される」という規範を強く意識する。そ

ダイエットで15キロ痩せた体重が、過食によ
って10キロく、らい戻ってしまった。
Ｃ、それで今まで痩せて、１つ下のサイズの服
を買ってたのが、また着れなくなりますよね。
それが悲しくてね。感情がこういう揺れ動くっ
ていうんですかね。常にこう、何て言うんだろ
う、うつ状態っていうんですかね。で、段々こ
う、人に会わなくなったりとかしてね。家の中
でふさぎこんでいたりとかね。…一番ひどい時
って、外に出れなかったんですよ。ほんとに一
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して「人間は精神として評価される」という規
範も同時に働いているため、精神を現すものと
しての自己の身体の外見を、一層強く自分の存
在と重ね合わせて感受すると考えられる。
このように両方のタイプの女性達の身体への

感覚から読みとれる、身体性をめく、る規範の矛
盾構造を、ここでの第三の軸として取り上げよ
う。身体性をめく、る規範の矛盾構造の中に置か
れていることに関しては、男性も同様である。
が、「人間は身体として評価される」という規
範の働き方は、今日の日本社会において、男性
と女性の場合では異なっていると考えられる。
(22)女性の場合は、身体の外見の美しさという
点から、男性の場合よりも、一層強く、存在の
全体を身体として評価されている。そのために
女性の方が、身体性をめぐる規範の矛盾構造の
影響を強く受けていると考えられる。

現れている。(23)第一次家族での問題が語られ
ている場合の考察は、別の機会に行いたい。
次に学校という場について見ていこう。個人
は自分が生きる価値基準を選択することができ
るという規範は、今日、建て前としては共有さ
れている。しかし学校という場では、特に進学
を希望する場合には、与えられた課題を首尾よ
く達成し成果をあげるという態度が要請され
る。個人は自ら価値基準を選択しようとして、
与えられた課題の達成の追求へと絡めとられて
しまう場合がある。２で見てきたＡさんの言葉
の中には、このような主体性をめぐる規範の矛
盾が現れていた。
職場においても、建て前としては、「自分が

生きる価値基準を選択し得る主体」が望ましい
のだとされるが、現実にはその場で必要とされ
る能力を発揮し、業績を達成し、組織が円滑に
機能するために周囲の人間を気遣うという態度
が要請される。
さらに女性の場合は、職場において以下のよ
うな困難さを経験する。一般職の女性達は、仕

５規範の矛盾構造が働く場

２-４で見てきた３つの軸での規範の矛盾構
造が働く場について、個人のライフコースにそ
って、右の図のように整理して見ていこう。個
人は、（生まれ育った家族における）家庭とい
う場に生まれ、学校という場と関わりを持つ。
職場や、（結婚して作る家族における）家庭と
いう場と関わりを持つ場合もある。
個人が生まれ育った家族を第一次家族とし、
結婚して作る家族を第二次家族と記述しよう。

まず第一次家族という場について見ていこ
う。摂食障害の経験者の言葉には、第一次家族
での問題が、自分の拒食や過食と関連させて語
られている場合がある。これらのケースの中の
ある場合には、両親が規範の矛盾構造の影響を
受けていることが、子供の摂食障害と関わって
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事での業績達成に価値があるとされる中で、補
助的な仕事を割り当てられ、賃金などの待遇に
おいて差別される。（24)男性と対等のハードワ
ークを要求される総合職や専門職の女性達は、

他者を気遣う態度が身についているために強い
主張ができず、ストレスにさらされる場合があ
る。(25)摂食障害を経験した女性達の言葉には、
職場において女性達が、「男性と同様に仕事に
おいて業績を達成することが望ましい」とされ
る一方で、「他者（特に男性社員）の仕事を補
助し情緒的に気遣うことが望ましい」とされ、
女性性をめ<､る規範の矛盾に直面させられてい
ることが現れている。
第二次家族という場では、個人は、夫は仕事、

妻は家事・育児という性別役割分業に絡めとら
れていく。女性は、仕事をしている場合は、仕
事も家事もという二重の負担を引き受けさせら
れることが多い。主婦の生き方を選ぶ場合は、
職場での仕事に価値があるとされている社会に
おいて、価値の低いものとされる家事・育児を
引き受けさせられて、満たされなさを感じる。
３で見てきたＢさんの言葉には、後者の満たさ
れなさが現れていた。主体性をめく､る規範の矛
盾に重なって、女性性をめぐる規範の矛盾が感
受されていることが、女性達の言葉の中には現
れていた。
摂食障害を経験した個人の言葉の中には、第
二次家族における、夫あるいは恋人との関係が
語られている場合がある。その中には、夫や恋
人との関係に、主体性・女性性をめぐる規範の
矛盾が影響していることが現れている場合もあ
る。（26)第二次家族における夫や恋人との関係
が語られている場合の考察は、別の機会に行い
たい。
家庭・学校・職場といった場を通じて、個人
は自己の身体と関わりを持つ。４で見てきたよ

うに、個人は身体性をめぐる規範の矛盾の中に
置かれる。特に女性の場合は、その影響を強く
うけ、自己の身体を意識させられることが、摂
食障害を経験した女性達の言葉に現れていた。

６規範の矛盾構造のく主体化〉メカニ
ズム

２で見てきたＡさんのケースにおいて、Ａさ
んは、受験校への進学．大学への進学という進
路の選択を自分で行ったこととして語り、その
選択が良かったのかどうか、苦しい選択をして
しまったかもしれないと自問している。２で見
て来たように、Ａさんの言葉には、個人が、
｢自分が従う価値基準を選択する主体」であろ
うとすることにより、現実の条件の下で「主体
的であってはならない」ことを強いられるとい
う、主体性をめく、る規範の矛盾構造が現れてい
た。現実には、主体性をめぐる規範の矛盾構造
から、Ａさんの苦しさがもたらされている。が、
Ａさんには、自分の選択が良かったのかどうか
ということだけが意識されている。ここには、
｢主体的であれ」という規範、「個人は、自分が
従う価値基準を選択することができる」という
規範が、二重に働いていることが現れている。
｢主体的であれ」という規範が働くことで、現
実には主体性をめぐる規範の矛盾構造があるに
もかかわらず、個人は「自分が従う価値基準を
選択し得る主体」なのであるから、その選択の
結果については責任をおうべきだとされ、当人
にもそのように意識されるのだ。このメカニズ
ムは、注(24)の手記にも現れている。
これまで見てきたように、個人は、主体性・

女性性・身体性をめぐる規範の矛盾構造の中に
置かれることで、苦しみ、ストレスをうけてい
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る。しかし、「自分が従う価値基準を選択し得
る主体」として位置づけられることで、自己の
行為や選択の結果については、自分で責任を負
わねばならないとされ、自分自身もそのように
意識する。こうして個人は、規範の重層的な矛
盾構造によってもたらされた苦しみやストレス
を、自己の責任として感受し、引き受けさせら
れる。このようにして個人は、主体性・女性
性・身体性をめぐる規範の矛盾構造を〈主体化〉
させられるのである。（27)(28）
この<主体化＞メカニズムは、以上で見てき

たように、主体性・女性性・身体性をめぐる規
範の矛盾構造による苦悩を個人の責任として引
き受けさせると同時に、規範の矛盾構造への批
判の視点を閉ざすことによって、規範の矛盾構
造を維持させるように働いているのだ。

んでいる。
Ｄ、女性の場合は、ほかに原因がないのに３回以
上続けて月経がない（一次性または二次性無月経)。
（エストロゲンなどのホルモン投与後のみ月経がみ
られる場合は、無月経と考えられる｡）
(2)bulimianervosa;短期間に多量の食物を急速に摂
取するむちや食いを反復するが、嘔吐や下剤の乱
用をして痩せている場合が多い。
なお、DSM-ｍ-R(1987)によれば、「神経性
過食症(bulimianeIvosa)」の診断基準として、以
下のＡ-Ｅが挙げられている。
Ａ、むちや喰いのエピソード（多量の食物を急速
に摂取する時間帯が、他とはっきり区別される）
の反復。
Ｂ，むちや喰いの時間中、摂食行動を自己制御で
きないという感じがある。
Ｃ、患者はいつも体重増加を防ぐ・ために、自己誘
発性嘔吐、下剤や利尿剤の使用、厳格な食事制限
または絶食、または激しい運動を行う。
Ｄ、少なくとも３ヶ月間に、最低１週間に平均２
回のむちや喰いのエピソード。
Ｅ、体の形や体重についての関心のありすぎが持
続。
(3)厚生省による医療施設の調査では、1976年に]|
施設の摂食障害の平均患者数は、外来で8.1人、入
院で2.8人だったものが、1981年には、外来で16人、
入院で4.5人と、増加していることが明らかにされ
ている。(anorexianeIvosaの第一次全国調査厚生省
特定疾患・中枢性摂食異常調査研究班「1981年度
研究報告書抜粋｣）摂食障害についての医学的な報
告は17世紀からなされているが、世界的に見ても、
症例の急激な増加は、第二次大戦後から、特に
1960年代以降である。数値の変化を直接に患者の
増加と結びつけることはできず、摂食障害という’
病の知名度、治療者の側の受け入れ態勢の変化な
どを考慮しなければならないが、近年増加の傾向

註
(1)anorexianervosa;痩せ願望や肥満恐怖からほとん
ど食べなくなり、ひどく痩せて無月経などを伴う。
なおDSM一Ⅲ一R(アメリカ精神医学会の診断
マニュアルの改訂版；1987年）では、以下のＡ-
Ｄが、「神経性食欲不振症(anorexianervosa)」の
診断基準として挙げられている。
Ａ、年齢、身長に見合う正常体重の下限を維持す
ることを拒否する。体重減少のため、標準体重
の-15%以下の状態が続く。また、成長期の場合
は、期待される体重にならず、標準体重の-15%
以下となる。
Ｂ、標準体重以下であってもなお、体重が増えた
り、太ることを強く恐れている。
Ｃ、体重や身長、体型に対する認識の仕方が障害
されている。やせすぎているときですら、“太って
いる”と主張したり、明らかに標準体重以下の場
合でも、体の一部が“太りすぎている”と思い込
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けとめ、解釈するかということが相互に強く影響
を与えているという前提から出発する。そして患
者が自分の非機能的で非合理的な思考に気づき、
その思考と行動を吟味し、より機能的・適応的に
対処できるように援助することを治療の目的とす
る。（小牧・玉井[1991:180]）
(10)家族システム論では、ミヌーチンの主張が注目
される。ミヌーチンはanorexianervosaの家族に、
絡み合い関係（家族交流が極端に緊密で頻繁に行
われる)、過保護（家族員がお互いの幸せに大きな
関心を示す)、硬直性（家族が現状維持に固執する)、
葛藤が解決されないこと（家族に特有の葛藤回避
の方法がある）の４つの特徴があり、さらに症状
を持つ子供が両親の葛藤にまき込まれることがあ
ると指摘した。(Minuchin[1978=1987:42-46])

(11)嗜癖モデルは、摂食障害を学習された行動とし
てとらえる。ホワイト夫妻は、過食浄化行動を行
う患者をブリマレキシアという概念でとらえ、女
性が社会に進出していく過程で学習された行動と
考える。(Boskind-White[1983=1991:8-9])斎藤学
は、過食・浄化を、アルコホリズムや薬物依存と
同型の食に関する嗜癖行動ととらえる。（斎藤学
[1989b:３５])
(12)社会文化的解釈については、純粋に医学的な領
域においては「痩せ文化」や「女性役割の変化」
の指摘にとどまり、深められた考察はあまりなさ
れていない。摂食障害の社会文化的背景について
は、むしろ医学的解釈を批判するフェミニズムの
立場にたつ理論によって、より深い考察がなされ、
それが医学的解釈の中にも取り込まれつつある。
（例えば(Vandereycken&Meennann[1９８４=1991:
63-65]）など｡）
(13）オーバックは「一見驚くほど多くの社会的可能
性が開かれている」「少なくともそういう神話が流
布している」が、「女性の不平等が相変わらず続い
ている」現代社会を生きる女性達の緊張が、「無食

にあるということは、言えるだろう。
(4)鈴木によれば、欧米での男性例の頻度は約１割
であり、日本での頻度もほぼ同じである。（鈴木
[1983:115])
(5)摂食障害の経験者自身の語りを見ていくという
やり方は、宮淑子、浅野千恵らも採用している。
（宮［1988]）（浅野［1993]）
(6)生物学的観点では、摂食行動の中枢調節機構や、
摂食調節物質が明らかになってきたが、まだ多く
の部分は仮説にとどまっている。（粟生[1985])
（粟生[1991])
(7)精神力動的解釈では、ブルックとパラツォーリ
の理論が注目される。ブルックは、anorexianervosa
の患者達の中心的な問題として、「内的な無力感」
を指摘し、その形成に幼少期からの両親との「相
互作用の型（パターン)」が関わっていると指摘し
ている。(Bmch[1978=1979:56-591)パラツオー
リは、対象関係論に基づき、「ano1℃xianervosaの患
者は、幼児期に母親と悪い体験を重ねてきており、
しかも母と自分の分離が出来ていないため、自分
の身体を、母と同等の否定的な特徴を持つbadな存
在と考える。思春期に、第二次性徴の出現により
ますます母親に似てしまうという矛盾葛藤に直面
し、彼女らは、幼児的な母子未分化状態に退行し、
身体の成長をくい止めようとして、拒食に陥る」
と主張する｡(馬場・遠山[1991:411)
(8)行動理論モデルは、人間の行動は、過去及び現
在において受けた強化刺激の産物であるという考
えに基づき、anorexianervosaを食事恐怖症として
とらえ、「食べることに関連した不安を脱条件づけ
によって取り去り、食べることに伴う強力な強化
刺激を与える」という治療法を提唱する。
(Minuchin[1978=1987:27-281)
(9)認知行動論的モデルは、ある個人の情動や行動
と、その個人が自分自身や周りの世界をどのよう
に感じ、また自己の未来の可能性をどのように受
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欲症」に象徴的に現れていると考える。そして内
的には母一娘関係を通して形成されてきた女性の
身体に対する不安が、食物や女性の身体に関する
社会的な状況と結びついて一層増大し、これが
「無食欲症」の土台となると主張する。(Orbach
［1986=1992]）
(14）ホワイト夫妻は、過食浄化行動をとらえるため
にブリマレキシアという概念を作り、「習慣となっ
ている過食浄化行動、そして完全癖、食物と身体
のサイズに対する強迫的関心、低い自己評価、自
分を押し殺してでも他人に気に入られようとする
過度な構えという心的力動を持つもの」と定義し
た。ホワイト夫妻は、ブリマレキシアの生活様式
と価値観を促す、社会文化的な要因について指摘
している。(Boskind-White[1983=1991])(注(21)参
照)。
(15)斎藤学は、過食と拒食の２つがなんらかの形で
主題となっている疾患を「過食・拒食症」と呼び、
「食に関する嗜癖」としてとらえ、その基底には関
係嗜癖があるとする。（斎藤学[1993a])(斎藤学
[1993b])(注(21)参照)。

(16）加藤秀一は、女性の社会的な地位が強いる<従
属〉と、アルチュセールの定式化する〈主体化＝
服従〉との絡み合いという観点から、以下の主張
をする。「女性役割とは、他人の欲望を自己の欲望
に優先させ、他人の欲望（を満たすこと）を自己
の欲望とすることである。この欲望の対象・用法
に関わる規範の様態がく従属＞であり、経済的依
存や地位・資源の不均等な配分と結びついた女性
役割そのものである。（『家族』というイデオロギ
ー装置の下で）女性にとって、〈主体＞となること

は『欲望をつねにすでに自己のものとして再認す
ることが必要なのに（<主体化>)、そのプロセスが
方向づけられている終着点は、自己の欲望は他人
の欲望の関数でしかないような存在形態である
（<従属>)』というものであり、〈従属＞に向けて

〈主体化＞に挫折し続けるという循環的な構造に絡
めとられる。拒食症は究極的にはこうした次元に
基礎を持つ｡」（加藤秀一［1993]）
(17)浅野は摂食障害の経験者へのインタビューから、
「『女らしさ』が『自分らしさ』や『人間らし;き』
と対立するように社会的に構成され、その二者択
一が女性個人に迫られている」と指摘し、「摂食障

害を意味づけてきた医学的な営みも、ジェンダー
という知の構造により生み出されており、女性達
を摂食障害へと導く社会的な力と不可分なのだ」
と論じている。（浅野[1993])
(18)インタビューは、浅野[1993]の方法に基づい
て、公民館・女性センター・雑誌等に、「摂食障害
の体験を話してくれる方を募集しています」とい
うビラの掲示や記事の掲載をお願いし、1993～
1994年に６人の方に会ってお話を伺った。
(19）この論文では、インタビューの事例を中心に取
り上げているが、以下で挙げる摂食障害を経験し
た個人へのルポルタージュ、インタビュー集、体
験手記、自助グループへの投稿なども考察にあた
り参照している。斎藤茂男の『飽食窮民j(斎藤茂
男[1991])･嶋村久子の「過食・拒食をする少女
たち」『少年犯罪論」（芹沢俊介編[1992])のルポ
ルタージュ。インタビュー集『あかるく拒食ゲン
キに過食』（伊藤比呂美・斎藤学[1992]）での記述。
NABA(斎藤学が創設に関わった摂食障害者の
ための自助グループ）発行の「いいかげんに生き
よう新聞」への投稿。「自分を振り返って」（中村
[1986])(『思春期の拒食症と過食症』現代のエ
スプリNo.232)の体験手記。

(20）ここでの主体性の概念は、真木[1993]の定義を
参照した。真木は、「主体性」を、目的を含めて自
ら決定する「テレオノミー的な主体性」と、目的
はあらかじめ他者によって定められており、それ
を代理人として達成する「エージェント的な主体
性」とに区別している。（真木[1993：83-84]）こ
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の概念で記述すれば、「テレオノミー的な主体性」
が前提とされながら、現実には「エージェント的
な主体性」が要請されることが、主体性をめく、る
規範の矛盾としてとらえられる。
(21)ここで取り上げている対立項については、ホワ
イト夫妻や斎藤学、浅野千恵らが言及している。
ホワイト夫妻はブリマレキシアの背景として、女
性は、「学問に秀で、魅力的で活動的な社会生活を
営むこと」を期待される一方で、「男性にとって魅
力的な女性になること」が期待され、葛藤的な状
況に置かれることを指摘している。(Boskmd-White
[1983=1991])斎藤学は、「他人（男）に『憧れら
れる存在』でありたい」という自我理想と、「パワ
ーによって自己を律し他者を屈服させ、自然をコ

ントロールしよう」という自我理想という、今日
の女性の２つの自我理想のあり方が、過食・拒食
症には反映されていると指摘している。（斎藤
[1993a])浅野千恵は、摂食障害を経験した女性達
へのインタビューから、「女らしさ」と「自分らし

さ」の相克を抽出している。（浅野[1993])
(22）男性と女性では、個人の評価基準における外見
の重要さが異なるということは、例えば結婚相手
に求める条件を尋ねる調査において、女性が相手
の「経済力」や「職業」を重視するのに対して、
男性は「容姿」を重視する割合が高いことにも現
れている。（厚生省出生動向基本調査、1992年７月
実施）加藤[1995:165]参照。
(23）例えば、嶋村久子「過食・拒食をする少女たち」
（芹沢編[1992]）では、過食嘔吐により新聞社を退
職した知枝が、「会社の経営に逼進し、事業を拡張
することに価値がある」と考える両親の家で、緊
張して気が休まらず、過食嘔吐を繰り返すという
ケースが紹介されている。（嶋村[1992:109-113])
(24）このような立場にある女性達が受けるストレス
は、例えば以下のような投稿に現れている。（ペン
ネーム「ガラスのバラ」「いいかげんに生きよう新

聞」no.561992年６月10日の投稿より）
「私は公立大学卒業のくせに、何の免状も資格も
持たず、今の会社ではお茶くみと伝書鳩をやって
いる。情報関係の業種なので、時たま接する取り
引き先の女性は単なる事務補助ではなく、一人前
の仕事を任されている人が多い。つまり、マスコ
ミによく出てくる専門職。本当の意味でのキャリ
ア・ウーマンが多い。したがって彼女たちと私の
対比は、よけいハッキリしてしまう。せめて、も
っと地味な業種（業界）の会社に入るべきだった
と、後悔すると共に、『私は一体何をやっているん
だろう』と胸がしめつけられる。『みじめったらし
い』とか『みすぼらしい』というたぐいの形容詞
が、ぼろぼろ出てくる状態なのだ。…」
(25）このような立場にある女性達のストレスは、例
えば以下のような投稿に現れている。（ペンネーム
「真由美」「いいかげんに生きよう新聞」no.351990
年７月20日の投稿より）
「…今の私はどういう状態かと言いますと、とて
も休みたいという気持ちです。私は「自立する女
性」「個性のある女性」等、人に認められたい、一
目置かれたいという気持ちでグラフィックデザイ
ナーという職業につき、休みなく働いています。
仕事をやっている自分は不安でなりません。その
不安をなくすために食べ、過食をします。現在あ
る程度仕事で認められ、会社で責任のある仕事に
ついていますが、とっても疲れているのです。充
電したい。私は男性と対等に仕事をやっていく強
さはありません。私はとてもあたり前の平凡が嫌
でした。けれど今は、その平凡な時間に余裕のあ
るごく普通の生活がしたい。弱くて大人しい私は、
競争の世界では傷つきやすくてエネルギーを使い
すぎるのです。けれど今は、会社にやめるという
ことが言えない弱い私なのです。自分の心はこん
なに弱っていて、身体もボロボロなのに、どうし
て仕事を辞められないのかしら？どうにかしたい。
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身体がかわいそうだから。私は自分自身に無理ば
かり押しつける。私は仕事で成功することは、大
切な事ではないみたい。私の心を本当に満たして
くれるのは、仲間とのふれあい、家族とのふれあ
い、日常生活とかスポーツだと思う。とても憧れ
た自立した女性、すてきな女性、雑誌に載ってい
る女性達とはちがったところで私は感じるみたい。
今言えることは、仕事だけの私は、私にとってと
てもかわいそうだと言う事。過食との直接の話で
はないけど、やりすぎる、他人の期待を裏切れな
い、プライドが高い、などは私の今の生活にとて
も深く関わっています。…」

(26）例えば斎藤茂男[1991]のルポルタージュでは、
「夫との関係に不安や満たされなさを感じながら
も、夫に経済的に依存できることに魅力を感じ、
夫に好かれる可愛い奥さんになろうともがいてい
た」と語る奈美子のケースが取り上げられている。
（斎藤[1991:263-278])
(27）規範の矛盾構造の〈主体化＞メカニズムの発想

は、加藤まどか［1993]の執筆にあたり、見田宗介
先生に御教示いただいた。
(28）「社会的に形成された葛藤的な状況を、摂食障
害に陥る個人の問題であるとして解釈させる力が
働いている」という点については、浅野［1993]も
指摘している。（浅野[1993:27,31,39,59-6()])
私は、それが「｢主体的であれ』という規範の作用
による自己責任化」としてなされているのだと考
える。

(＊）本論文は、加藤まどか[1993]をもとに書き直
したものである。インタビューに応じて、個人的
なことを話して下さった方々にお礼を言います。
加藤まどか[1993]は、東京大学大学院見田ゼミで
の議論により触発され、論文全体の構成について
見田宗介先生にアドバイスをいただいた。また本
論文については、解釈研での議論を参考にしてい
る。コメントをして下さった方々に感謝します。
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